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協働によるまちづくりを目指して
　　平成18年度決算  　一般会計94億8,360万円

一般会計 特別会計（14会計の合計）
歳 入 97億 8,983 万円 歳 入 73億 3,181 万円
歳 出 94億 8,360 万円 歳 出 69億 3,729 万円
差 額  3 億 0,623 万円 差 額  3 億 9,452 万円

町民 1人当たりの税金支払額
町民税 25,366 円
固定資産税 29,435 円
軽自動車税 2,360 円
町たばこ税 4,055 円
合　　　計 61,216 円

町民一人当たりの地方債（借金）の残額
一般会計 553,416 円
簡易水道特別会計 129,556 円
住宅資金特別会計 7,572 円
公共下水特別会計・集落排水特別会計 588,416 円
その他（宅地造成、墓地、老人居室等） 7,142 円

合　　　　　計 1,286,102 円

一般会計・特別会計の決算総額

基金の現在高
内　　　訳 現　在　高

財政調整基金 8億 0,145 万円
減債基金 1億 4,577 万円
まちづくり基金 3億 0,000 万円
国民健康保険財政調整基金 1億 6,224 万円
その他の基金   5,028 万円

合　　　計 14億 5,974 万円
（参考）平成 17年度末   12 億 6,886 万円
地方債現在高

内　　　訳 現　在　高
一般会計 110億 9,709 万円
簡易水道特別会計 25億 9,786 万円
公共下水道特別会計 41億 9,430 万円
農業集落排水特別会計 76億 0,463 万円
その他の特別会計 2億 9,507 万円  

合　　　計 257億 8,895 万円
（参考）平成 17年度末  263 億 9,457 万円
未収金現在高

内　　　訳 現　在　高
町民税・固定資産税・軽自動車税 5,466 万円
国民健康保険税・介護保険料 8,707 万円
保育料・町営住宅使用料 1,456 万円
公共下水道・集落排水の使用料等 2,652 万円
水道使用料 1,586 万円
住宅資金貸付金 1億 5,868 万円  

合　　　計 3億 5,733 万円
（参考）平成 17年度末    3 億 5,516 万円
（注）18年度については、上記表以外に 3,437 万円が不納欠損処理 ( 債権放棄 ) された。

一
般
会
計

九
月
議
会
定
例
会
を
一
一
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
た
。

一
般
会
計
を
始
め
一
三 

件
の
補
正
予
算
、
平
成
一
八
年
度
の
決
算
認
定
一
五
件
、
条

例
改
正
二
件
、
議
員
発
議
四
件
、
そ
の
他
七
件
の
議
案
を
審
議
し
、
条
例
改
正
一
件
の

修
正
可
決
を
除
き
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
認
定
し
た
。

ま
た
、
陳
情
八
件
を
審
議
し
採
決
し
た
。

一
般
質
問
は
一
一
名
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
し
た
。

質
問

①
監
査
委
員
の
意
見
書
に
つ

い
て
所
見
を
聞
く
。

②
実
質
公
債
比
率
は
い
く
ら

か
。

答
弁 

平
木
町
長

①
滞
納
の
問
題
で
の
徴
税
努

力
、
不
納
欠
損
に
つ
い
て
納

税
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る

か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が

一
層
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

②
実
質
公
債
比
率
は
一
七・一

%
で
あ
る
。

質
問た

ば
こ
の
自
販
機
に
よ
る

収
入
が
あ
る
が
、健
康
等
に
問

題
が
あ
る
。
役
場
庁
舎
に
自

販
機
を
置
く
こ
と
は
ど
う
か
。

答
弁 

平
木
町
長

よ
く
考
え
て
み
た
い
。

質
問集

中
改
革
プ
ラ
ン
で
財
政

的
な
効
果
に
つ
い
て
三
月
末
ま

で
に
出
す
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
弁 

平
木
町
長

一
二
月
ま
で
待
っ
て
ほ
し

い
。

質
問滞

納
金
の
内
訳
が
わ
か
り

に
く
い
。
不
納
欠
損
の
説
明

資
料
が
な
い
。

答
弁 

平
木
町
長

添
付
の
説
明
資
料
で
は
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

（
別
途
、文
書
が
出
さ
れ
た
。）

反
対
討
論 

下
田
議
員

決
算
審
議
の
方
法
が
不
十

分
と
い
う
理
由
で
反
対
す

る
。住

宅
資
金
特
別
会
計

質
問収

入
不
足
で
繰
り
上
げ
充

用
（
充
当
）
に
な
っ
て
い
る
。

収
入
見
込
み
よ
り
充
用
額
が

多
い
。
こ
ん
な
予
算
は
あ
り

得
な
い
。

今
後
の
見
通
し
も
不
明
確
だ
。

毎
年
の
繰
り
上
げ
充
用
は
お

か
し
い
。
収
納
率
も
落
ち
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
方
策
を
示

し
て
い
な
い
の
で
反
対
だ
。

賛
成
討
論 

森
山
議
員

繰
り
上
げ
充
用
は
非
常
手

段
だ
。
分
納
誓
約
と
か
保
証

人
へ
の
請
求
な
ど
努
力
さ
れ

て
い
る
。
賛
成
す
る
。

反
対
討
論 

矢
部
議
員

事
の
重
大
性
を
甘
く
見
て

い
る
。住
民
の
不
満
は
極
め
て

高
い
。一
定
の
け
じ
め
を
つ
け

る
必
要
か
ら
も
反
対
す
る
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

四
億
一
、一
五
九
万
円
を
追
加

し
、総
額
九
七
億
九
、七
五
三
万

円
と
す
る
。

主
な
事
業

・
災
害
復
旧
工
事
費

三
億
六
五
七
万
円

・
上
私
都
活
性
化
施
設
事
業

四
九
四
万
円
追
加

・
発
達
障
害
者
支
援
開
発
モ

　

デ
ル
事
業　

七
二
三
万
円

・
モ
ミ
種
消
毒
事
業
補
助

六
五
万
円

・
万
代
寺
の
樋
門
改
修
等

五
五
一
万
円

・
公
園
施
設
の
修
繕

二
二
四
万
円

・
ク
マ
対
策　
　

七
七
万
円

・
女
性
消
防
隊
の
制
服
等

四
一
万
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
計
コ

　

ン
ペ　
　
　
　

二
〇
万
円

・
学
校
管
理
費
追
加

四
四
九
万
円

・
北
山
古
墳
調
査二

七
九
万
円

質
問女

性
消
防
隊
は
写
真
入
り

で
町
報
に
出
て
い
る
。
こ
の

制
服
と
補
正
予
算
の
関
係

は
。

答
弁 

井
山
総
務
課
長

町
報
の
写
真
は
夏
服
で
あ

り
既
定
の
予
算
を
使
っ
た
。

今
回
は
冬
服
用
だ
。

質
問給

食
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ペ

と
い
う
こ
と
は
町
長
が
統
合

に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
た
こ

と
か
。

答
弁 

西
山
教
育
長

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
計
コ

ン
ペ
と
い
う
こ
と
は
建
設
の

ゴ
ー
サ
イ
ン
で
は
な
く
、
い

く
ら
ぐ
ら
い
費
用
が
か
か
る

か
見
極
め
る
た
め
の
も
の
だ
。

反
対
討
論 

岡
嶋
議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
計
コ

ン
ペ
や
報
償
金
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論 

川
西
議
員

郡
家
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

米
飯
が
で
き
な
い
し
、
八
東

の
施
設
は
老
朽
化
等
問
題
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
給
食
セ
ン

タ
ー
を
造
る
上
で
必
要
で
あ

り
、
問
題
解
決
の
た
め
全
力

を
尽
く
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
願
っ
て
賛
成
す
る
。

反
対
討
論 

西
尾
議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
の
件
、
プ

ロ
セ
ス
が
で
き
て
い
な
い
。

納
得
で
き
な
い
の
で
反
対
。

賛
成
討
論 

山
本
議
員

コ
ン
ペ
は
給
食
セ
ン
タ
ー

づ
く
り
に
は
必
要
。
賛
成
す

る
。

一般
会
計
補
正
予
算

答
弁 

平
木
町
長

滞
納
額
も
そ
の
年
度
の
収

入
見
込
み
額
に
な
る
の
で
充

用
額
が
多
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
県
内
で
も
五

町
が
繰
り
上
げ
充
用
し
て
い

る
。

質
問監

査
委
員
の
指
摘
は
ど
う

か
。

答
弁 

平
木
町
長

監
査
委
員
は
繰
り
上
げ
に

つ
い
て
、
よ
く
は
な
い
が
違

法
で
は
な
い
と
言
っ
て
い

る
。
県
内
で
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
と
か
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
、
黒
字
の
と

こ
ろ
も
あ
る
。
方
法
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

質
問一

般
財
源
の
投
入
見
通
し

は
ど
う
か
。

答
弁 

平
木
町
長

書
類
の
整
理
を
し
て
い
る

が
、
一
件
ず
つ
議
会
に
説
明

す
る
時
期
が
く
る
と
思
っ
て

い
る
。

反
対
討
論 

池
本
議
員

合
併
し
て
か
ら
二
年
半
、

賛
成
討
論 

西
尾
議
員

収
納
対
策
室
も
で
き
努
力

し
て
い
る
。賛
成
と
し
た
い
。
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一

般

質

問

認
知
症

行方不明者対策は

町長／家族の理解が必要だ

質
問高

齢
化
が
進
む
中
、
年
々

認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者

が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
不
幸
に
し
て
認
知
症
に

よ
る
行
方
不
明
者
が
発
生
し

た
場
合
、
捜
索
に
当
た
っ
て

多
く
の
人
手
を
要
す
る
。

認
知
症
の
方
が
行
方
不
明

に
な
ら
な
い
よ
う
な
、
ま
た

行
方
不
明
に
な
っ
て
も
居
場

所
が
直
ぐ
に
分
か
る
よ
う
な

機
器
は
な
い
か
、
ま
た
機
器

が
あ
れ
ば
購
入
や
使
用
料
な

ど
行
政
の
助
成
は
ど
う
か
。

答
弁 

平
木
町
長

保
健
事
業
で
認
知
症
関
係

の
講
座
も
開
い
て
い
る
。
認

知
症
は
恥
ず
か
し
い
病
気
だ

と
思
い
、
多
く
の
家
族
の
方

が
隠
さ
れ
る
が
、
こ
の
考
え

を
変
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

機
器
と
し
て
は
家
を
出
た

ら
警
報
が
な
る
も
の
や
、
身

に
付
け
る
発
信
機
な
ど
が
あ

る
。
先
般
、
町
報
に
こ
の
発

信
機
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
申

し
込
み
が
あ
っ
た
。

助
成
と
し
て
は
、
現
在
補

助
規
定
も
あ
り
、
初
期
に
最

高
で
七
千
円
出
し
て
い
る
。

今
後
は
所
得
制
限
を
設
け
る

こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
が
、

維
持
管
理
費
な
ど
も
考
え
て

は
い
る
。

質
問部

落
公
民
館
の
上
下
水
道

使
用
料
金
の
無
料
化
は

答
弁 

平
木
町
長

上
下
水
道
運
営

審
議
会
に
図
り
検

討
し
た
い
。

加工施設
フ
ル
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

加
工
施
設
の
改
善
策
は

町
長
／
指
定
管
理
者
と
相
談
す
る

矢部　博祥　議員

質
問当

町
の
基
幹
産
業
は
、
農

業
で
あ
り
、
フ
ル
ー
ツ
総
合
セ

ン
タ
ー
は
、
本
町
の
フ
ル
ー
ツ

の
里
づ
く
り
の
情
報
発
信
拠

点
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

同
所
に
あ
る
加
工
施
設
は
、

今
や
陳
腐
化
し
、
衛
生
面
で

の
懸
念
も
生
じ
て
い
る
。

フ
ル
ー
ツ
に
加
え
て
有
機

農
産
物
を
中
心
と
す
る
加
工

施
設
と
し
て
設
備
の
更
改
、

ま
た
は
新
規
導
入
を
行
い
、

本
町
の
活
性
化
と

同
セ
ン
タ
ー
の
販

売
促
進
に
役
立
て

て
は
ど
う
か
。

答
弁 

平
木
町
長

同
セ
ン
タ
ー

は
、
町
の
施
設
だ

が
、
運
営
は
、
指

定
管
理
者
と
し
て

八
東
地
域
振
興
株

式
会
社
で
あ
る
。

設
備
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
か
相
談
し
た
い
。

衛
生
面
で
保
健
所
の
指
導

等
が
あ
れ
ば
、
改
善
す
べ
き

と
思
う
。

や
る
と
い
う
方
向
が
出
れ

ば
、運
営
協
議
会
を
作
っ
て
、

利
用
計
画
を
立
て
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
だ
。

質
問施

設
改
善
費
用
の
二
割
を

地
元
負
担
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

条
例
で
は
誰
で
も
利
用
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

に
、
他
の
人
を
締
め
出
す
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。

答
弁 

平
木
町
長

利
用
者
は
、
限
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
応
分
の
利
用
者

負
担
が
い
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
や
っ
て
き
た
災
害
、
今
こ

そ
備
え
の
点
検
を

給
食
セ
ン
タ
ー

統廃合は町の独断先行では

教育長／早急に統合すべき　　
　　　　　 相談はしている西尾　節子　議員

質
問行

政
改
革
プ
ラ
ン
に
「
給

食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
を
行

う
」
と
あ
る
が
、
町
民
と
協

働
に
よ
る
改
革
の
推
進
で
は

な
く
て
、
町
の
独
断
先
行
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
。

答
弁 

西
山
教
育
長

統
合
に
つ
い
て
は
合
併
協

定
書
に
よ
り
「
給
食
費
の
統

一
を
図
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
郡
家
地
域
の

保
護
者
か
ら
「
な
ぜ
郡
家
地

域
の
み
弁
当
を
持
た
せ
る
の

か
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
こ

と
、
鳥
取
市
で
集
団
食
中
毒

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

教
育
委
員
会
で
は
早
急
に
統

合
す
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に

達
し
て
い
る
。

学
校
改
築
の
め
ど
が

つ
い
た
の
で
、
平
成
一
九

年
度
を
検
討
・
準
備
の

年
と
考
え
て
い
る
。
議

会
全
員
協
議
会
や
常
任

委
員
会
に
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、町
内
一
一
小・

中
学
校
の
P
T
A
会
長

を
主
体
と
す
る
学
校
給

食
運
営
協
議
会
や
校
長

会
で
も
相
談
し
て
い
る
。

質
問議

会
と
討
論
し
て
い
な
い

の
に
、ど
ん
ど
ん
話
が
進
ん
で

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
町
長

は
ど
ん
な
ふ
う
に
お
考
え
か
。

答
弁 

平
木
町
長

コ
ン
ペ
の
話
は
し
た
と
思

う
。今
後
反
省
す
べ
き
点
は

反
省
し
、改
め
て
仕
切
り
直
し

を
し
、議
員
の
皆
さ
ん
に
も
出

発
点
か
ら
勉
強
し
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
は
必
要

・
郡
家
駅
前
の
整
備
は

・
防
災
無
線
の
点
検
を

同和対策
現
状
と
今
後
の
方
向
性
を
問
う

町
長
／
差
別
解
消
の
推
進

池本　强　議員

質
問人

権
施
策
を
含
む
同
和
対

策
の
現
状
と
取
り
組
み
の
基

本
的
見
解
、
具
体
的
施
策
と

事
業
費
は
。

今
後
の
同
和
対
策
の
方
向

性
と
基
本
的
見
解
、
施
策
等

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

平
木
町
長

ハ
ー
ド
的
に
は
あ
る
程
度

住
環
境
の
整
備
は
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

残
念
な
が
ら

部
落
差
別
は

存
在
す
る
と

い
う
こ
と
で
、

こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い

ま
ち
を
つ
く

る
の
が
一
番

だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。

一
九
年
度

予
算
は
、
解

放
同
盟
補
助

金
一
、六
四
九
万
円
を
含
む

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
が

一
、七
一
二
万
円
、
隣
保
館

関
係
が
五
、六
八
四
万
円
な

ど
合
計
で
八
、六
九
〇
万
円
。

今
後
の
方
向
性
は
、
差
別

が
あ
る
限
り
同
和
問
題
を
は

じ
め
人
権
問
題
に
対
し
て
、

差
別
解
消
に
向
け
て
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

答
弁 
西
山
教
育
長

あ
ら
ゆ
る
差
別
・
人
権
問

題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
、
人

権
意
識
の
普
及
、
高
揚
に
向

け
た
教
育
、
啓
発
を
積
極
的

に
推
進
し
た
い
。

事
業
費
は
、進
学
奨
励
、

新
入
学
用
品
等
助
成
が

一
、七
二
八
万
円
な
ど
で
、

教
育
委
員
会
分
は
合
わ
せ

て
、
三
、五
五
〇
万
円
余
り

で
あ
る
。

山本　弘敏　議員

▲弁当給食の様子

▲徘徊高齢者家族支援事業
（対象者）徘徊の見られる認知症高齢
　　　　 者等を介護している家族
（助　成）徘徊高齢者探知システム加
　　　　　入初期軽費の 9割（上限額
　　　　　7,000円）とし、機器の維持費
　　　　　等（525円～840円程度）は、
　　　　　自己負担とする。

▲

部
落
学
習
会

▲リンゴ入りカリントウの加工
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扇 ノ 山
登
山
口
案
内
板
の
改
善
を

町
長
／
県
に
お
願
い
す
る

岡嶋　正広　議員

下田　敏夫　議員

川西　聡　議員

河村　久雄　議員

投
票
所

選挙投票所再編成案の
撤回を
選挙管理委員長／

再度意見調整をしたい
質
問当

町
の
選
挙
管
理
委
員
会

は
現
在
四
三
の
投
票
所
を

一
五
に
す
る
再
編
案
を
検
討

し
て
い
る
。

①
投
票
率
を
下
げ
な
い
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

②
利
便
性
を
考
慮
し
て
現
在

の
数
は
維
持
す
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

答
弁 

藤
田
選
挙
管
理
委
員
長

①
投
票
所
の
数
と
投
票
率
の

低
下
は
必
ず
し
も
相
関
関
係

に
は
な
い
。
各
地
の
選
挙
で

も
投
票
率
は
低
下
し
て
い
な

い
（
智
頭
町
・
若
桜
町
等
）。

②
今
後
、
秋
の
区
長
会
や
新

年
の
各
集
落
の
総
会
等
で
住

民
の
意
見
を
聞
き
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
再
度
意
見
調
整

を
し
た
い
。

議
員
の
意
見
は
承
っ
て
お
く
。

臨
時
的
任
用
職
員
の
通
勤

手
当
の
見
直
し

質
問現

在
、
臨
時
職
員
の
通
勤

手
当
は
一
律
と
な
っ
て
い
る

が
、
業
務
内
容
を
考
慮
し
て

距
離
に
よ
り
額
を
区
別
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁 

平
木
町
長

一
〇
キ
ロ
ま
で
で
打
ち
切

り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
一
律
支
給
は
見
直
し
を

し
た
い
。

な
お
、
日
額
賃
金
・
期
末

手
当
も
各
市
町
で
異
な
っ
て

お
り
、併
せ
て
見
直
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
土
塁
の
再
構
築
ま
た
は
撤

去
に
つ
い
て

質
問給

食
セ
ン
タ
ー
統
廃
合
計

画
が
具
体
的
に
進
ん
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。
町
の
示
す
計

画
で
は
、「
関
係
者
の
意
見

を
踏
ま
え
議
会
・
住
民
と
協

議
し
、平
成
二
三
年
度
目
標
」

を
掲
げ
て
い
る
が
。

①
関
係
者
の
意
見
を
ど
の
よ

う
に
踏
ま
え
、
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。
関
係
者
と
は
誰

か
。
議
会
・
住
民
と
は
ど
の

よ
う
に
協
議
し
た
の
か
。

②
二
三
年
度
実
施
目
標
を
な

ぜ
前
倒
し
し
て
ま
で
進
め
る

の
か
。
も
っ
と
調
査
研
究
が

必
要
で
は
な
い
か
。

③
統
廃
合
に
よ
る
財
政
効
果

を
明
確
に
示
し
、
町
民
が
納

得
す
る
根
拠
を
示
す
べ
き

だ
。

答
弁 

西
山
教
育
長

①
関
係
者
と
は
保
護
者
・
議

会
・
学
校
関
係
者
、
さ
ら
に

は
行
政
内
部
、
そ
こ
で
働
く

職
員
も
そ
う
で
あ
る
。

P
T
A
会
長
を
主
体
と
す

る
学
校
給
食
運
営
協
議
会
や

校
長
会
で
相
談
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
で
も
二
度
三
度

協
議
し
統
合
す
る
と
い
う
結

論
を
得
て
い
る
。

②
郡
家
地
域
の
子
供
た
ち

は
、
米
飯
給
食
の
日
は
ご
飯

弁
当
持
参
で
あ
り
、
町
内
の

子
供
た
ち
の
教
育
条
件
を
平

等
に
す
る
事
が
大
切
と
考
え

る
。

③
財
政
効
果
は
あ
る
程
度
見

込
め
る
と
思
う
。
場
所
も
未

定
で
あ
り
現
時
点
で
は
示
せ

な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
身
近
な
環
境（
地
球
温
暖
化
）

　
対
策

統 廃 合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
計
画
は

教
育
長
／
教
育
条
件
の
平
等
が
大
切

行
財
政
改
革

どう創る
21世紀の八頭町 （パート2）

町長／事務事業の棚卸をする

質
問行

財
政
改
革
を
進
め
る
う

え
で
町
の
資
産
、
財
産
、
全

て
の
事
務
事
業
の
棚
卸
し
を

し
て
町
民
の
前
に
明
確
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
は
。

答
弁 

平
木
町
長

こ
れ
か
ら
そ
う
い
う
部
分

に
着
手
す
る
。
ま
さ
に
棚
卸

し
だ
。
時
代
の
流
れ
、
町
民

の
皆
様
に
対
し
て
の
説
明
責

任
だ
。

質
問職

員
の
町
民
に
対
す
る
対

応
に
、色
々
な
意
見
が
あ
る
が
。

答
弁 

平
木
町
長

不
親
切
、
窓
口
で
の
対

応
、挨
拶
も
で
き
な
い
問
題
、

色
々
聞
い
て
い
る
。
注
意
す

べ
き
点
は
注
意
し
て
い
く
。

個
人
名
を
公
表
し
通
報
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問平

成
一
八
年
八
月
三
一
日

付
け
総
務
省
次
官
通
知
に
、

地
方
公
会
計
の
改
革
が
五
年

後
ま
で
と
あ
る
が
。

答
弁 

平
木
町
長

平
成
二
〇
年
度
分
の
試
作

が
で
き
る
よ
う
、
売
却
可
能

資
産
の
洗
い
出
し
、
評
価
を

進
め
完
成
は
平
成
二
一
年
度

予
定
だ
。

質
問町

民
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
予
算
で
あ
る
。
編
成
段
階

で
の
情
報
公
開
は
。

答
弁 

平
木
町
長

公
開
す
る
部
分
が
ど
こ
ま

で
か
。
公
開
し
て
も
範
囲
を

限
定
し
た
り
、
内
容
的
に
も

制
限
を
か
け
る
べ
き
。
今
の

予
算
要
求
の
方
法
で
は
難
し

い
。

扇
ノ
山
の
案
内
板
は
、
堀

越
と
延
命
寺
に
あ
り
、
延
命

寺
の
標
識
は
国
府
町
方
面
へ

案
内
さ
れ
て
い
る
。

本
町
に
来
て
い
た
だ
き
な

が
ら
鳥
取
市
国
府
町
の
案
内

は
八
頭
町
民
と
し
て
残
念
で

な
ら
な
い
。

姫
路
登
山
口
へ
改
め
、
公

園
で
の
登
山
届
、
公
園
な
ど

の
P
R
を
行
う
よ
う
に
な
ら

な
い
の
か
。

答
弁 

平
木
町
長

県
に
お
願
い
す
る
。
登
山

届
け
も
管
理
者
と
で
き
る
よ

う
話
を
進
め
る
と
と
も
に
、

看
板
を
直
し
て
本
町
の
P
R

を
し
た
い
。

質
問公

園
条
例
一
四
条
は
使
用

料
を
減
額
し
、
ま
た
は
、
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
る
が
、
何
を
基
準
と
し

て
い
る
の
か
。

答
弁 

平
木
町
長

今
ま
で
要
綱
が
な
か
っ
た

の
で
必
要
と
思
う
。
町
が
使

用
し
た
場
合
も
支
払
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
。

減
免
申
請
は
、
指
定
管
理

者
に
対
し
て
出
さ
な
い
方
法

に
も
っ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
以
外
の
減
免
は
管
理

者
の
責
任
で
経
営
を
し
て
ほ

し
い
。

▲まだまだ使用可能な設備（船岡給食センター）

質
問登

山
者
が
多
い
扇
ノ
山

は
、登
山
口
が
四
か
所
あ
る
。

▲

窓
口
の
風
景

▲延命寺の案内板
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第
七
回

臨
時
会

八
月
一
〇
日

前土居　一泰　議員

小倉　一博　議員

桑村　和夫　議員

住宅資金
滞
納
対
策
、
ど
う
す
る
の
か

町
長
／
整
理
整
頓
を
す
る

                    

時
間
が
ほ
し
い

情
報
公
開

行政施策の
積極的公開を求める

町長／公開の方向だ

郡
家
駅

周辺の構想は

町長／駅前活性化委員会で検討

質
問住

宅
資
金
の
滞
納
に
つ
い

て
町
民
は
簡
単
に
税
金
投
入

は
許
さ
な
い
と
思
う
。
投
入

の
前
提
は
、
や
れ
る
こ
と
は

す
べ
て
行
い
情
報
公
開
に
耐

え
る
だ
け
の
中
身
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
。

答
弁 

平
木
町
長

す
べ
き
こ
と
を
す
べ
て
実

行
し
た
上
で
補
助
対
象
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
き
ち
っ
と

整
理
整
頓
を
し
た
い
。
少
し

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問こ

の
会
計
の
一
八
年
度
の

県
内
の
状
況
は
。

答
弁 

平
木
町
長

一
般
会
計
で
処
理
は
二

町
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
が
八
市
町
。
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
が
一
町
。
黒
字
は

倉
吉
市
の
み
。

質
問旧

八
東
町
で
平
成
一
〇
年

三
月
に
税
金
で
処
理
し
た
も

の
が
あ
り
、
本
町
と
な
っ
て

か
ら
は
今
年
の
八
月
に
は
税

金
に
よ
る
処
理
を
申
請
し
て

い
る
が
、
こ
の
間
に
税
金
処

理
の
事
例
は
な
い
か
。

答
弁 

平
木
町
長

過
去
に
は
、
ど
の
町
も
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
経
費
節
約
策
で
見
直
し
す

べ
き
も
の
は
な
い
か
。

・
あ
る
補
助
金
交
付
団
体
に

政
治
的
公
正
に
つ
い
て
の

意
見
具
申
す
る
こ
と

質
問ス

リ
ム
な
行
政
が
求
め
ら

れ
て
い
る
反
面
、
社
会
の
多

様
化
か
ら
行
政
ニ
ー
ズ
は
拡

大
し
て
い
る
。
行
政
運
営
の

実
態
を
公
開
し
、
住
民
の
意

向
を
聞
く
べ
き
時
代
だ
と
考

え
る
。
行
政
に
対
す
る
町
民

の
関
心
が
薄
い
と
い
わ
れ
る

の
も
情
報
が
少
な
い
か
ら
で

は
な
い
か
。

①
主
要
施
策
の
結
果
は
財
政

も
含
め
全
体
像
を
公
開
す

る
。

②
町
施
設
の
設
置
は
計
画
段

階
か
ら
情
報
公
開
を
す
る
。

③
町
民
の
関
心
事
例
の
情
報

を
積
極
的
に
公
開
す
る
。

答
弁 

平
木
町
長

自
治
の
主
役
は
町
民
で
あ

り
町
民
の
方
を
向
い
た
行
政

を
や
り
た
い
。
三
点
の
ポ
イ

ン
ト
は
的
確
な
指
摘
だ
。

①
大
型
事
業
の
全
体
像
に
つ

い
て
、
公
開
は
で
き
る
が
ど

の
時
点
が
良
い
の
か
検
討
が

必
要
だ
。

②
合
併
協
議
会
等
の
引
継
事

項
に
つ
い
て
は
大
方
で
き

た
。今

後
の
事
業
は
、
自
分
た

ち
で
考
え
て
や
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
審
議
会
を
作
っ

た
り
、
関
係
者
の
意
見
を
聞

い
た
り
、
公
開
の
方
向
に
間

違
い
は
な
い
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
ど
こ
ま
で
求
め

る
か
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。

③
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
行
政
懇
談
会
な
ど
で
情

報
を
出
し
て
い
る
。
広
報
誌

の
内
容
も
含
め
た
広
報
の
あ

り
か
た
を
考
え
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
の
安
全
・
安
心
対
策

質
問若

桜
線
の
存
廃
問
題
、
路

線
バ
ス
南
岸
線
の
廃
止
な
ど

公
共
交
通
体
系
が
変
化
し
て

お
り
早
急
に
見
直
す
時
期
が

き
て
い
る
。

特
急
が
止
ま
る
駅
、
八
頭

町
の
表
玄
関
と
し
て
郡
家
駅

周
辺
の
将
来
を
見
す
え
て
開

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

郡
家
駅
周
辺
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い

る
の
か
。
J
R
、
駅
周
辺
地

域
、
観
光
協
会
、
商
工
会
と

の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
る
の
か
。
経
過
、
現
在

行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁 

平
木
町
長

駅
前
活
性
化
委

員
会
に
予
算
を
つ

け
て
、
地
元
、

J
R
郡
家
駅
、
商

工
会
、
J
A
、
観

光
協
会
、
金
融
機

関
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
駅
前
周
辺

の
活
性
化
に
つ
い

て
議
論
し
て
い

る
。
J
R
の
方
か

ら
郡
家
駅
舎
及
び

駅
前
広
場
に
つ
い

て
、
ど
う
い
う
構
想
の
中
で

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
考
え
て

い
る
の
か
の
問
い
か
け
も
あ

り
検
討
す
る
。

質
問郡

家
町
誌
の
配
布
時
期
が

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
が
い
つ

に
な
る
の
か
。

答
弁 

平
木
町
長

平
成
一
八
年
三
月
を
目
指

し
て
い
た
が
執
筆
者
の
病
気

な
ど
に
よ
り
遅
れ
た
の
で
お

詫
び
を
す
る
。
遅
く
と
も
年

内
に
は
配
布
で
き
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
私
都
中
央
線
の
改
修
見
込

み
は

一
般
会
計
補
正
予
算
案
一

件
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

○
国
際
交
流
事
業

　

八
七
万
円

　

韓
国
韓
牛
祭
に
本
町
の
紹

　

介
と
出
店
す
る
た
め
の
旅
費

○
国
際
交
流
事
業

　

五
九
万
円

　

中
国
吉
林
省
訪
問
団
を

　

迎
え
る
た
め
の
宿
泊
費
等

平成19年12月定例会
（＊変更になる場合もあります。） 　

日 曜
日
開議
時刻 日　　程

11日 火 9:30 ○本会議・開会
　　　　・議案上程、説明

12日 水 9:30
○本会議・議案に対する質疑等
　　　　・議案の審査
○常任委員会

13日 木 9:30 ○本会議・町政に対する一般質問

14日 金 9:30 ○本会議・町政に対する一般質問

17日 月 9:00 ○常任委員会・議案の審査

18日 火 － 連合審査会

19日 水 － 全員協議会

21日 金 9:30
○本会議・議案の可否決定
　　　　・請願陳情の採否決定
　　　　・閉  会

※○印は原則傍聴できます。

▲ 11月から学んでいる中央中学校の新校舎

▲町づくりの先進事例を聞く
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動
く
議
会
を
目
指
し
て

　
　

  

議
会
懇
談
会
を
開
催

中
学
校
の
在
り
方
等
を

調
査
研
究
中
の
中
学
校

校
舎
改
築
等
調
査
特
別
委

員
会
で
は
九
月
三
日
、
五

日
、
六
日
の
三
日
間
、
町

内
一
四
会
場
に
お
い
て
八

頭
町
議
会
懇
談
会
を
開
催

し
た
。

各
会
場
に
議
員
四
、
五

名
ず
つ
出
向
き
、
こ
れ

ま
で
調
査
研
究
し
た
財
政

面
、
中
学
校
の
望
ま
し
い

規
模
配
置
、
通
学
方
法
と

通
学
経
費
等
の
課
題
に
つ

い
て
報
告
を
し
た
。

ま
た
、
町
政
全
般
に
わ

た
り
ご
意
見
を
聞
い
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
住

民
の
延
べ
人
数
は
一
五
八

人
で
あ
っ
た
。

初
め
て
の
議
会
懇
談
会

だ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
か
ら
多
く
の
ご
意
見

や
質
問
を
い
た
だ
い
た
。

特
別
委
員
会
で
は
、
早

急
に
集
約
を
し
て
今
後
の

調
査
研
究
に
反

映
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

る
。平

成
二
〇
年
三

月
ま
で
に
は
特
別

委
員
会
と
し
て
今

ま
で
の
研
究
調
査

を
踏
ま
え
「
ま
と

め
」
を
行
な
う
予

定
で
あ
る
。

委 員 会 活 動 報 告 総務常任委員会行政調査

後
、
敗
戦
の
一
週
間
前

だ
っ
た
。

一
九
七
九
年
か
ら
町
内

会
な
ど
を
単
位
と
し
た
同

和
問
題
学
習
会
が
始
ま

り
、
地
域
課
題
や
私
た
ち

の
課
題
と
し
て
受
け
と
め

る
学
習
が
始
ま
っ
た
。

一
九
八
六
年
に
は
、「
恒

久
平
和
の
維
持
と
基
本
的

人
権
の
尊
重
」
を
都
市
づ

く
り
の
基
本
理
念
」
に
位

置
づ
け
、
現
在
の
福
山
市

人
権
平
和
資
料
館
が
完
成

し
た
。

ま
と
め

三
原
市
の
情
報
化
計
画

の
説
明
を
受
け
、
ど
の
事

業
を
ど
う
取
り
入
れ
た
ら

よ
い
か
が
今
後
の
課
題
と

な
り
、
そ
の
選
択
が
重
要

な
か
ぎ
と
な
る
。

福
山
市
で
は
、
こ
の
資

料
館
を
訪
問
し
た
こ
と

で
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が

人
権
と
平
和
問
題
に
つ
い

て
自
ら
の
課
題
と
し
、
ま

わ
り
の
人
々
に
理
解
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
と
思
う
。

○
期
日

　

一
〇
月
一
日
〜
二
日

○
場
所

　

広
島
県
・
福
山
市

○
目
的

三
原
市
は
、
い
ち
早
く

「
地
域
情
報
化
基
本
計
画
」

を
設
置
し
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
基
盤
整
備
事
業
に
着
手

し
た
た
め
、
先
進
事
例
と

し
て
の
取
り
組
み
を
調
査

し
た
。

福
山
市
で
は
、
人
権
平

和
資
料
館
を
訪
れ
人
権
と

平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

○
調
査
内
容

〔
三
原
市
〕

三
原
市
は
、
平
成
一
七

年
三
月
二
二
日
に
四
市

町
が
合
併
し
、
人
口
は

一
〇
万
四
、一
九
七
人
。

新
市
建
設
計
画
で
は
「
一

人
一
人
が
輝
く
ま
ち
」「
幸

せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」

「
活
性
を
生
み
出
す
ま
ち
」

の
三
要
素
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

☆
三
原
市
地
域
情
報
化
計

画
に
基
づ
き
、
地
域
情
報

化
と
行
政
情
報
化
を
一
体

的
に
推
進
す
る
。

☆
地
域
間
に
お
け
る
情
報

利
用
計
画
の
格
差
の
是

正
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
難
視
聴
地

域
の
解
消
の
た
め
の
情
報

基
盤
整
備
を
行
な
う
。

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
高
速
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
難
視
聴
対
策
と
自

主
放
送
の
提
供
を
す
る
た

め
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
整

備
す
る
こ
と
。

☆
平
成
一
九
年
か
ら
は
、

三
原
放
送
の
自
主
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
中
に
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
枠
を
一
日
三
回
設

定
し
議
会
中
継
も
放
送
す

る
。

☆
そ
の
他
、
告
知
放
送
に

よ
る
災
害
、
火
災
、
交

通
情
報
、
安
否
確
認
を
行

な
っ
て
い
る
。

〔
福
山
市
〕

当
市
は
、「
人
間
環
境

都
市
」
を
掲
げ
、「
福
山

空
襲
」
の
資
料
展
示
を
通

じ
て
同
和
問
題
解
決
を
始

め
と
す
る
人
権
の
確
立
と

恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指

し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

福
山
空
襲
は
、
八
月
六

日
広
島
原
爆
投
下
の
二
日

本
町
議
会
で
は
、議
会
の

活
性
化
に
つ
い
て
特
別
委
員

会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
中
学
校

問
題
に
つ
い
て
地
域
の
皆
様

の
所
へ
出
か
け
て
意
見
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

試
み
で
あ
り
、
行
き
届
か
な

い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
意
見
を

参
考
に
し
て
議
会
に
活
か
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
先

回
か
ら
定
例
会
の
案
内
を

し
て
お
り
ま
す
。参
考
に
し
、

傍
聴
に
も
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
紙
面
に
対
し
て

皆
様
の
ご
意
見
を
伺
う
ア

ン
ケ
ー
ト
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

副
委
員
長 

桑
村
和
夫

編
集
後
記

▲懇談会の様子


